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ＪＭＳＡ 

第10回 未病臨床検査セミナー 
  

 

日 時：平成 23 年 12 月 11 日（日） 10 時～17 時 40 分 

会 場：広島市まちづくり市民交流プラザ 

参加費：一般 2,000 円 , 学生 500 円 
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 ひろしま清盛 

未病とは病気と健康の間に位置する概念で、これからの

長寿社会において予防科学、健康科学としての真髄をな

す考え方です。私達はこの「未病」の時期の早期診断と

自己管理に役立つ検査を志向しています。   

http://www.mibyou.gr.jp/ 

TEL:（0829）32-0909


日本未病システム学会 臨床検査部会 

第１０回未病臨床検査部会セミナー 

―プログラムー 
開催日時   ： ２０１１年１２月１１日（日）１０時～１７時４０分 

開催場所   ： 広島市まちづくり市民交流プラザ 

参加費    ： 一般 2,000 円、学生 500 円 

■ 9:30  受付 

  ■ 10:00  開催挨拶（加瀬澤 信彦：未病臨床検査部会代表） 

  ■ 10:10  オープニングセミナー    司会者：丹下 富士男（呉共済病院） 

足免 弘章（広島原爆症障害対策協議会） 

          ①臨床生化学検査の生理的変動幅を考慮した新提案と保健指導への応用 

：松原 朱實（広島大学病院診療支援部検査部門） 

          ②カキ抽出エキスの生理機能：中塚 正博（株式会社日本食品開発研究所 代表取締役） 

          ③味噌の効用  ：渡邊 敦光（広島大学原爆放射能医学研究所） 

  ■ 11:10 基調講演          司会者：丸山 篤芳（三重大学医学部附属病院）   

        「未病専門指導士認定制度に期待する   

― 臨床検査技師の意識改革と新たなるチャレンジ ―」  

：花田 浩之（大阪大学医学部附属病院医療技術部） 

    12:00 休憩 

■ 12:10  ランチョンセミナー     座 長：水野 誠士（厚生連廣島総合病院）      

        「ヨーグルトと健康 ― ヨーグルトに秘められた乳酸菌の力 ―」 

株式会社 明治 食機能科学研究所 乳酸菌研究部 

プロバイオティクス１グループ長：池上 秀二 

    13:00  コーヒーブレイク                    

■ 13:30  教育講演 Ⅰ      司会者：板羽 秀之（広島国際大学） 

 「放射線を食べる微生物」 

         佐々木 健 （広島国際学院大学工学部バイオリサイクル学科）                        

 ■ 14:30  教育講演 Ⅱ      司会者：藤上 良寛（広島県立安芸津病院） 

       「甲状腺専門医から見た原発事故の影響 ― チェルノブイリ２０年後の真実 ―」 

武市 宣雄 （武市クリニック 院長）  

 （未病フォーラム広島企画 市民公開講座：無料） 

□ 15:30 未病フォーラム広島 開会挨拶（栢下 淳：未病フォーラム広島代表幹事） 

□ 15:35  特別講演 Ⅰ    座 長：谷口 薫（山陽女子短期大学）   

    「尿検査領域における健康と疾病のボーダーライン」 

山下美香 （厚生連広島総合病院臨床研究検査科） 

  □ 16:35  特別講演 Ⅱ    座 長：吉栖正生(広島大学大学院）    

        「健康づくりからまちづくり ― 地域包括ケアの実践により ―」 

佐藤 勝 （岡山大学大学院医歯薬学総合研究科） 

  □ 17:35 未病フォーラム広島 閉会挨拶（栢下 淳：未病フォーラム広島代表幹事） 

■ 17:40  閉会挨拶 （谷口 薫：未病臨床検査セミナー実行委員長） 



 

 

 


